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日本での有機食品市場規模の推計値は2009年 1,300億円、2017年 1,850億円、2022年は 2,240億円
となった。「週に1回以上有機食品を利用する」消費者の割合は、2017年 17.5％が 2022年は 32.6％と
増加している。安全な食品、健康志向の消費者ニーズにあった食のブランド戦略を考えるための統計集。

▼内容見本（ホームページにて見本掲載中：https://www.santho.net/）
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18 食の安全と健康意識データ集 2024

1 食品の安全性に関する意識
内閣府「令和4年度食品安全モニター課題報告『食品の安全性に関する意識等について』（概要）」（インターネット調査）
2023年1月～2月調査、食品安全モニター対象（有効回答数：409）

1-1-1 日常生活を取り巻く分野別の不安の程度図表
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（注）「とても不安を感じる」「ある程度不安を感じる」の合計が高い順に並べたグラフにしている。

1-1-2 食品の安全性の観点から感じるハザードごとの不安の程度図表
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（注）「とても不安を感じる」「ある程度不安を感じる」の合計が高い順に並べたグラフにしている。
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2-1-1 食中毒事件数及び患者数の年次推移（2002年～2022年）図表
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出典：厚生労働省「（令和 3年（2021年）・令和 2年（2020年）、年次別）食中毒発生状況」

2-1-2 年齢階級別、食中毒患者数とその割合（2022年・2021年）図表
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1 食中毒の発生状況（概況）
厚生労働省「（平成29年（2017年）～令和4年（2022年）、年次別）食中毒発生状況」「（令和4年・令和3年）食中毒統計調査」

2022 年 2021 年

事件数（件） 患者数（人） 死亡者数（人）うち患者数2人以上
の事例（件）

うち患者数2人以上
の事例（人）

うち患者数2人以上
の事例（人）

2019年 1,061 689 13,018 12,646 4 2
2020年 887 452 14,613 14,178 3 1
2021年 717 340 11,080 10,703 2 1
2022年 962 368 6,856 6,262 5 1
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2-2-2 都道府県別、食中毒発生事例（原因食品又は食事が判明したもの・推定・疑いも含む）
（2022年）　図表

都道府県名
等 発生月日 発生場所 原因食品 病因物質 原因施設 摂食者数 患者数 死者数

北海道

10月16日 国内不明 10月15日夜の食事 細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 不明 9 4 0

5月 8日 北海道 スイセン（酢味噌和え） 自然毒 -植物性自然毒 家庭 3 3 0

6月24日 北海道 当該飲食店が6月24日に提供した食事 細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 9 7 0

9月30日 国内不明 サケ醤油漬け 寄生虫 -アニサキス 家庭 2 1 0

札幌市
10月11日 北海道 サンマの刺身（推定） 寄生虫 -アニサキス 家庭 1 1 0

10月22日 北海道 しめサバ（推定） 寄生虫 -アニサキス 家庭 2 1 0

旭川市

5月22日 北海道 スイセン 自然毒 -植物性自然毒 家庭 3 3 0

6月27日 北海道 2022年6月25日に原因となった施設で
提供された食品

細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 不明 4 0

9月17日 北海道 イヌサフラン 自然毒 -植物性自然毒 不明 不明 1 1

小罇市 4月21日 北海道 トリカブト（推定） 自然毒 -植物性自然毒 家庭 2 2 0

函館市 6月13日 北海道 6月12日（日）に当該飲食店で提供さ
れた刺身（ホッケ、シメサバ） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 2 2 0

青森県
9月18日 青森県 ふぐ（マフグ（推定））（自分の夕食） 自然毒 -動物性自然毒 飲食店 1 1 1

2月 3日 青森県 不明（2022年2月2日に当該施設が調理・
提供した弁当） ウイルス -ノロウイルス 飲食店 45 9 0

八戸市 3月12日 青森県 不明（2022年3月11日に当該施設で
調理提供した食事） ウイルス -ノロウイルス 飲食店 不明 4 0

岩手県

10月19日 岩手県 生食用鮮魚介類
（イナダ又はボラ（共に柵）） 寄生虫 -アニサキス 販売店 2 1 0

2月20日 岩手県 2月20日（日）に自分で調理した食品 寄生虫 -アニサキス 家庭 4 1 0

11月 3日 岩手県 さんまのたたき 寄生虫 -アニサキス 家庭 2 1 0

3月22日 岩手県 カジカの刺身 寄生虫 -アニサキス 販売店 2 1 0

5月13日 岩手県 アイナメの刺身 寄生虫 -アニサキス 家庭 2 1 0

9月29日 岩手県 サンマの刺身 寄生虫 -アニサキス 家庭 1 1 0

2月11日 岩手県 2022年2月8日に原因施設で提供された
料理

細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 5 3 0

盛岡市

10月23日 岩手県 刺身
（スズキ、ヒラメ、マグロ、アイナメ） 寄生虫 -アニサキス 不明 6 1 0

6月28日 岩手県 寿司（ソイ、ドンコ、タイ） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 2 1 0

6月29日 岩手県 刺身（魚種不明） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 2 1 0

7月10日 岩手県 生食用鮮魚介類を含む食事 寄生虫 -アニサキス 飲食店 5 1 0

宮城県

6月18日 宮城県 ツブ貝 自然毒 -動物性自然毒 その他 4 1 0

12月17日 宮城県 刺身（マトウダイ、ヒラメ、マダイ又
はアジ） 寄生虫 -アニサキス 製造所 13 1 0

12月 2日 宮城県 シメサバ 寄生虫 -アニサキス 販売店 2 1 0

5月28日 宮城県 刺身（サバ又はカワハギ（肝付き）） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 3 1 0

6月12日 宮城県 不明（飲食店の提供した食事） 細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 5 3 0

6月17日 宮城県 不明（2022年6月16日に宿泊施設で
提供された夕食） 不明 旅館 39 13 0

7月 3日 宮城県 刺身（カツオ、マグロ又はヒラメ） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 8 1 0

8月 2日 宮城県 ヒラメの刺身 寄生虫 -アニサキス 家庭 4 1 0

仙台市

10月 7日 宮城県 不明（当該施設で製造された弁当） 細菌 -サルモネラ属菌 仕出屋 89 29 0

4月 3日 宮城県 バイケイソウ 自然毒 -植物性自然毒 事業場 -
その他 1 1 0

6月23日 宮城県 イナダ（ブリの幼魚）の刺身 寄生虫 -アニサキス 販売店 3 1 0

6月30日 宮城県 不明（加熱不十分な牛レバーを含む
6月26日に提供された飲食店の食事）

細菌 -カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 2 2 0

6月 4日 宮城県 刺身（カツオたたき、イワシ）（推定） 寄生虫 -アニサキス 飲食店 4 1 0

秋田県 2月12日 秋田県 大根おろし（2022年2月12日の昼食） ウイルス -ノロウイルス
事業場 -
給食施設 -
老人ホーム

83 30 0

秋田市
4月20日 秋田県 イヌサフランの天ぷら 自然毒 -植物性自然毒 家庭 1 1 1

8月 4日 秋田県 2022年8月3日の仮設飲食店の料理 細菌 -ぶどう球菌 飲食店 2 2 0

山形県

9月 5日 山形県 ヒラメの刺身 寄生虫 -アニサキス 家庭 7 1 0

2月28日 国内不明 シメサバ（推定） 寄生虫 -アニサキス 不明 2 1 0

1月25日 国内不明 寿司、アジの刺身（推定） 寄生虫 -アニサキス 不明 3 1 0
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4-2-8 男女別、通院者率（人口千対）（2022年・2019年）図表
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244.0
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725.9
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726.8

2022年
2019年

2022年
2019年

（注）1　通院者には入院者は含まないが、通院者率を算出するための分母となる世帯人員には入院者を含む。
2　「全体」には、年齢不詳を含む。

4-2-9 男女別、通院者率の上位5傷病（2019年・2022年）（複数回答）図表
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歯の病気眼の病気脂質異常症
（高コレステロール

血症等）

糖尿病高血圧症

135.7

77.2
65.4 56.4 53.5

122.7

62.5 60.9 58.4 54.4

腰痛症歯の病気眼の病気脂質異常症
（高コレステロール

血症等）

高血圧症

第1位

第2位
第3位 第4位 第5位

第1位

第2位
第3位 第4位 第5位

（注）通院者には入院者は含まないが、通院者率を算出するための分母となる世帯人員には入院者を含む。

4-2-10 日常生活における機能制限の状況図表
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（％）
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85.8

74.7

71.7

87.7
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2.8
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1.9
5.6

4.8
2.1

2.2
2.6

1.7
2.5

1.5
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2.3
1.7

1.8
2.3

不詳
全く出来
ません

とても
苦労します

多少苦労
します

苦労は
ありません

コミュニケーション：
通常の言語をつかってのコミュニケーション（たとえば、人の話を理解したり、

人に話を理解させることなど）が難しいといった苦労はあるか

セルフケア：身体を洗ったり衣服を着るような
身の回りのことをするのが難しいといった苦労はあるか

認知：思い出したり集中したりするのが難しいといった苦労はあるか

歩行：歩いたり階段を上るのが難しいといった苦労はあるか

聴覚：補聴器を使用しても、聴き取りにくいといった苦労はあるか

視覚：眼鏡を使用しても、見えにくいといった苦労はあるか

（注）6歳以上（入院者は含まない。）について集計した。
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1-4-13 安全性についての不安の程度
（大豆ミート食品類1））図表 1-4-14 安全性についての不安の程度

（冷凍食品）図表
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不安を感じない どちらともいえない
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21.2%
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どちらかといえば
不安を感じる

不安を感じる

全体
n=1,800

5.7%

12.7%

37.7%
22.1%

21.8%

注：1）ハンバーグ、バーガー・パテ、大豆ミート、牛丼、焼き肉用カルビ等

1-4-15 安全性についての不安の程度（イ
ンスタント麺1））図表 1-4-16 安全性についての不安の程度

（弁当・惣菜類）図表
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15.9%

39.7%

19.1%
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注：1）カップ麺・袋麺等

1-4-17 安全性についての不安の程度
（ファストフード）図表 1-4-18 安全性についての不安の程度

（菓子類）図表
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全体
n=1,800
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19.8%

22.0%
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2 世界と日本の有機農業の現状
農林水産省農産局農業環境対策課「有機農業をめぐる事情」（令和5年10月）
※一部 農林水産省 HP「有機食品の検査認証制度」より詳細を含む

5-2-1 世界の有機農業取組面積及び全耕地面積に占める割合（2005年～2021年）図表
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田畑の面積（左軸）
樹園地の面積（左軸）
その他の面積（左軸）

資料：FiBL&IFOAM　The World of Organic Agriculture Statistics & Emerging Trends 2023 を基に、農業環境対策課作成。

注：1） 消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963 年に FAO 及び WHO により設置された国際的な政府間機関。国際食品規格の策定等を行っており、我が国は 1966
年より加盟。

5-2-2 世界の地目ごとの有機農地面積
の変化（2006年～2021年）

図表 5-2-3 各国の耕地面積に対する有機農
業取組面積と面積割合（2021年）

図表
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16.7

10.8

10.8

9.6

2.8

2.5  41千ha

0.6  27千ha

0.6  2,327千ha

0.5  2,754千ha中国

アメリカ

日本

韓国

イギリス

フランス

スペイン

ドイツ

イタリア 2,186千ha

1,802千ha

2,635千ha

2,777千ha

489千ha

資料：FiBL&IFOAM　The World of Organic Agriculture Statistics & Emerging Trends 2023
を基に、農業環境対策課作成。

（注） 日本は、有機 JAS 認証を取得していないが国際水準の有機農業が行なわれている農
地面積を含む。

資料：FiBL&IFOAM　The World of Organic Agriculture Statistics & Emerging Trends 2023
を基に、農業環境対策課作成。

有機農業とは
コーデックス委員会 1）「有機的に生産される食品の生産、加工、表示及び販売に係るガイドライン（CAC/GL32-1999）」によると、“有機農業は、生
物の多様性、生物的循環及び土壌の生物活性等、農業生態系の健全性を促進し強化する全体的な生産管理システムである”とされている。
我が国では、有機農業の推進に関する法律（平成 18 年法律第 112 号）において、“「有機農業」とは、化学的に合成された肥料及び農薬を使用しな
いこと並びに遺伝子組換え技術を利用しないことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行
われる農業”と定義されている。

有機農産物とは
コーデックス委員会のガイドラインに準拠した「有機農産物の日本農林規格（有機 JAS 規格）」の基準に従って生産された農産物。
この基準に適合した生産が行われていることを第三者機関が検査し、認証された事業者は、「有機 JAS マーク」を使用し、「有機●●」「オーガニック」
等と表示ができる。
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たんぱく質・ビタミンC・カルシウムの摂取状況
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5-13-4 女性年齢階級別、たんぱく質の摂取量（中央値）及び摂取基準（2020年版）の推奨量図表
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5-13-5 女性年齢階級別、ビタミンCの摂取量（中央値）及び摂取基準（2020年版）の推奨
量図表

5-13-6 女性年齢階級別、カルシウムの摂取量（中央値）及び摂取基準（2020年版）の推奨量図表
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